
アクセス

JR 高松駅
高松港

JR 栗林北口駅

高松道JR 予讃線

JR 瀬戸大橋線

JR 土讃線

高松中央I/C

竃門炭治郎がみた大正の街並
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炭治郎のうどん

洋風と和風の建築

明治・大正の和風建築は、
江戸時代の建物（　　）と
は異なり、ガラスやタイル
などの工業製品が使われ、
２階建てが許されて大型
化しました（　　）。疂に
は絨毯が敷かれ、テーブル
や椅子が置かれました。ま
た、洋風建築にも和風の要
素が残ったり、正面だけ洋
風のものもありました（看
板建築：写真下左）。

炭治郎のうどん（四国学院大学の大学祭）。背景に、関東大震
災で倒壊した浅草の凌雲閣が描かれている。

 2 高松城 披雲閣栗林公園 掬月亭四国村 異人館

高松

大正レトロを感じる

鬼滅巡礼２
讃岐編
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浅草 凌雲閣

 JR 高松駅経由
JR栗林公園北口駅（高徳線）まで約５分
高松中央インターから車で約２０分
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香川の鬼滅スポット	

2021年、吾峠呼世晴氏の
漫画「鬼滅の刃」が大人気
となり、「全集中」という
流行語も生まれました。鬼
滅巡礼１では、鬼殺隊の活
躍が想像できるスポット
を紹介しました。舞台は大
正時代の日本というだけで
詳細は明らかにされていま
せんが、任務のため炭治
郎が上京する場面がありま
す。人々で賑わう大正時代
の浅草でうどんを食べてい
ると、鬼舞辻無惨の気配を
感じ、鬼殺隊員ではじめて
鬼舞辻に出会います。今回
は、高松近隣で大正レトロ
を感じるスポットを紹介し

ます。

レトロな建物

「鬼滅の刃」の舞台となっ
た大正時代は、明治の欧米
化がすすみ、二度の戦勝を
経て、商工業が飛躍的に進
んだ時代です。新聞・電話
などの発達により、文化が
大衆へと拡散した時代でし
た。洋風の公共建造物は地
方にも建造され、それをモ
デルに庶民の洋風建築が広
がりました。本格的な西洋
建築というより、洋風建築
のパーツを日本の家屋にア
レンジしたものが主流だっ
たようです。そのため、欧
米の建築とは随分違った雰
囲気があります。人々の身
近に登場した洋風建築は、
人々の心に刻み込まれまし
たが、戦争や老朽化などで
激減しました。私たちは、
この消えゆく洋風建築にノ
スタルジーを感じるのでし
ょう。大正のレトロな建
物は、当時のハイカラに憧
れた気風を楽しむ対象とし
て、最適と思われます。西
洋建築のパーツを知ること
で、楽しみがさらに増しま
す（写真下）。

付柱

付柱

ペディメント
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凌雲閣

高松港玉藻防波堤灯台



全集中　鬼滅旅２

　高松

いろいろな洋風建築

二つのレトロ

琴電
高松築港駅

JR
高松駅

玉藻防波堤

高松城

アーケード街

ドーム
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 4丸亀町通り
片原町駅

琴電
瓦町駅
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JR 栗林公園北口駅

栗林公園

中央公園

トンネル

高松工芸

高校
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国道11号

国道11号

至瓦町駅

高松駅

北浜アリー

  百十四銀行高松支店

大正15年竣工の２階建て鉄
筋コンクリートの建物を装飾
する石造風のタイルとコリン
ト風の列柱にレトロを感じま
す。関東大震災後に東京で
流行した正面玄関のみが洋風
の建物（裏面写真）も、身近
な商店街に数多く建てられま
したが、今では懐かしい風景
です。

栗林公園にたたずむ掬月亭（鬼滅旅1で紹介）は、 17世紀
建造の数寄屋風書院造りの茶亭で、その風情は鬼滅の刃の
お舘様の屋敷に似ています。同じ和風建築でも、大正時代
に建てられた披雲閣（写真上）は随分趣きが異なります。

    北浜アリー

昭和初期に建造された倉庫群
を活用したレトロ感あふれる
若者向けの商業施設。遠くに
は、赤い灯台がみえます。

  商工奨励館(栗林公園)

この和風建物は明治32年の
建造で、西洋技術を使った大
空間や大きな２階、ガラスの
建具を備え、江戸期の掬月亭
よりも巨大です。高松城の
披雲閣は大正６年建造の平屋
で、ガラスの建具の中に洋風
の部屋が設けられ、レトロ感
が漂います（写真下）。

   高松港玉藻防波堤灯台

昭和39年点灯。透過ガラスブ
ロック製で、灯全体が赤く輝
きます。「せとしるべ」の愛
称で市民に愛されています。
うどん屋さんはありません。

    JR 琴平駅

大正11年建造。現駅舎は昭和
11年竣工。切り妻玄関の半円窓
が美しい。無限列車の整備棟が
ありそうな雰囲気が・・。丸亀町　アーケード

高松城　披雲閣

　商工奨励館(栗林公園)

明治以降、和風建造物は大き
くなり、和洋折衷の趣きがあ
ります。どことなく、蝶屋敷
に似ているような・・。

  琴電 片原町駅

市内の日本最大クラスのア
ーケードは、鉄道線路を横
切ります。ゆっくりと間近
を通り抜ける電車に、往時
の西洋文化を感じます。
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異人館（四国村） 披雲閣 2
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百十四銀行

披雲閣
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番外


